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　毎年、５歳未満で命を落とす子どもは、世界で推定
590万人。その原因は、栄養失調、適切な医療や衛生設
備の欠如など、どれも予防が可能なものばかりです。予
防可能な原因で母と子どもが命を落とすことがあっては
ならないと、私たちロータリアンは考えています。すべて
の母子が質の高い医療を受けられるよう、そして、出産
で命を落とす母親がいなくなり、子どもがすくすくと成
長できるように、私たちは支援活動を行っています。教
育、予防接種、出産キット、移動クリニックなど、ありとあ
らゆる方法で母子の健康を推進しています。又、女性を
対象に、HIV母子感染の予防、母乳による授乳、病気の
予防に関する教育も行っています。
　私たちの地区ロータリアンが出来ることはDDFを活
用したグローバル補助金を通して活動に参加できます。
グローバル補助金の活動はすべて重点分野の目標に
沿ったものである必要があります。「母子の健康」分野
は、以下を目標としています。
　
　１. ５歳未満の幼児の死亡率と罹患率の削減。
　２. 妊婦の死亡率と罹患率の削減。

　３. より多くの母子に対する基本的な医療サービスの
　 提供、地域社会の医療／保健関係のリーダーと医
　 療提供者を対象とした母子の健康に関する研修。
　４. 母子の健康に関連した仕事で活躍していくことを
　 目指す専門職業人のための奨学金の支援。

　ぜひ私たちの地区から積極的にグローバル補助金事
業を立ち上げてもらいたいと思います。
　母親の死亡率を下げることは、子どもの健康を改善す
るうえで非常に重要であり、かつ最優先で取り組まれる
べき事項です。一生涯の内、女性が妊娠および出産によ
り死亡するリスクは、世界の最貧国では７分の１である
のに対し、北欧では３万分の１となっており地域間格差
が非常に大きいものとなっています。又、５歳未満の子
どもの死亡例の４分の３は、一人当たり１米ドルという追
加費用により予防することが出来ると国連のミレニアム
開発目標（MDGs）は述べています。家族計画を立てる
ことにより、意図しない妊娠や妊娠中絶を抑えることが
出来ること。母親の栄養不良は、非常に多くの出生時死
亡の原因となっていること。母親の死亡率が高い地域で
は、女性が公民権を奪われ、軽視される状況が顕著で
あること。まだまだ多くの問題が取り上げられています。
私たちロータリアンは忘れることなくこの問題に関心を
持っていきましょう。

『母子の健康月間』
国際ロータリー第2710地区
2018-19年度 ガバナー

GOVERNOR:
Hisashi Yoshihara

吉原 久司
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　４月は、ロータリーでは「母子の健康月間」です。こ
の月には、クラブは母子の健康に関するプロジェクト
を実行することになっています。この「母子と健康」は、
国連開発計画の17達成目標の中にも掲げられておりま
す。ロータリー財団では、母子の健康改善・増進のため
に医療、保健活動、教育などの広範囲にわたるロータリ
アンの活動を奨励・支援しています。

これまで当地区では、
1.  インドネシア・バリタマンRCへ血液銀行、婦人科検
診車の寄贈（広島東RC）

2. カンボジア乳癌健診プロジェクト（広島南RC）
3.  フィリピン・アンヘルス北RCへ「周産期医療支援プ
ロジェクト」（呉南RC）

4.  ボリビアのチュキア・マルカRCへ、水頭症治療プロ
ジェクト、シャント施術1000例記念祝賀会参加（東広
島21・西条・その他RC）

5.  ミャンマーのジャンパートハートに胎児心音診断装
置寄贈（第2710地区グループ１）

6.  人材育成面では、ロータリー財団奨学生として、
2014-15年度  イギリス・ヨーク大学へ宗盛千枝（呉
RC）、イギリス・バーミンガム大学へ新口慎太郎（三
原RC）の派遣。その後も継続して留学生を外国に派
遣しています。

　これらの長年にわたる地道な医療支援は、既に地元
に多大な成果を生み、大いに喜ばれています。
　人材育成面では、留学生は帰国後、留学経験を生かし
て職場で活躍している人が増えてきています。頼もし
い限りです。
　いっぽう、長年にわたる世界各国のロータリアンの
継続的支援活動により、世界の妊婦及び乳幼児の死亡
率は減少に向かっていますが、なお特にアフリカなど
での農村部では特に妊婦のリスクが高い状態が続いて
います。
　適切な対策によってリスクを避けることが可能なの
に、その恩恵に浴することができていないという不幸

な環境下にある母子は世界になお多数存在し、現在も
増え続けています。その主原因は、難民の増加です。今
なお止まない戦争や紛争により、世界の至る所で難民
が生まれているのです。
　国連難民高等弁務官事務所（国連UNHCR）発表では、
支援対象難民は7,144万人で、第二次大戦後最高だそう
です。国内避難民も3,912万人あり、2017年に新たに
生まれた新難民 1,620万人、無国籍者が 385万人もいま
す。UNHCRが支援する人々は、 1,994万人で、半数の約
1,000万人が18歳未満の子どもだという悲惨な現実が
あります。
　母子の健康月間にあたり、私達はこれらの人々にも
支援の手をさしのべることを考えてみるのはいかがで
しょうか？
　難民には、緊急支援から、日常的生活支援、長期教
育資金調達、難民としての権利の保障獲得にいたる広
い範囲にわたり種々の援助継続的支援が必要となりま
す。プロジェクトに際し、難民の母子には、そうでない
母子とは異なって難しい条件があることを十分に配慮
する必要がありそうですが、苦楽は表裏一体、プロジェ
クトの成功を期待しましょう。
　また難民やそうでない人を含めて母子に関しては、
今日まで、肉体的弱者とみなされ、不当にも貧困、暴力、
疾病などの犠牲者の立場に立たされ、苦しめられてき
た歴史があります。
　これからは万難を排してすべてのリスクを排除する
対策を立案・実践を続け、貧困も暴力も疾病もない平和
な世界に生きたいものです。
　道のりは長くても、一つ一つのプロジェクトの先に
は喜びが見えています。ゲイリー・ホアン元RI会長いわ
く、「Light up Rotary, 火が暗いと嘆くのではなく、小火
を灯しましょう」。小火は集まって大火となり大きな流
れをなって世界を席巻することも可能になります。
　これからは、男女平等であり、民族平等、すべての人
の多様性を認め合い、共に楽しく生きられる社会作り
を目指して生きていきたいものです。
 *難民（他国に避難した人）

2018-19年度 国際ロータリー第2710地区 パストガバナー 　金子 克也

「母子の健康月間」によせて
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2018-19年度 国際ロータリー第2710地区 青少年交換委員長　加藤 晴彦

ロータリー青少年交換プログラム
中四国3地区合同オリエンテーション報告

　２月２日（土）と３日（日）の両日、倉敷シーサイド
ホテルにおいて、第2670地区、第2690地区と合同で青
少年交換オリエンテーションが開催されました。当地
区からはアウトバウンド生５名、インバウンド生４名、
ローテックス２名、ロータリアン３名の14名が参加。
他の２地区からはアウトバウンド生６名、インバウン
ド生８名、ローテックス９名、ロータリアン17名で、総
勢54名でした。
　昨年は、２日間にわたり、２名の外部講師による講義
が中心（アウトバウンド生のみ二日目は観光）でしたが、
今年は趣向を新たにして、一日目は、インバウンド生に
対しては主管の第2670地区のロータリアン自身による
講義、アウトバウンド生に対してはローテックスが丁
寧にインタビューをして現在の留学生活の問題点など
を聴き取り、それらを全員で共有して対応の仕方など
を議論していました。いくつかの問題点について認識
を共有することによって様々な気づきが得られたこと
と思われ、良かったのではないかと思います。
　二日目は、インバウンド生は観光で、サノヤス造船所
見学・鷲羽山展望台・旧野崎家見学・廻船問屋見学・下
津井散策などを楽しみました。
　アウトバウンド生は外部講師による講義。講師は認
定NPO法人テラ・ルネッサンスの鬼丸昌也氏で、ロータ
リーとはどのような組織か、留学の意義は何か、留学の
目的を明確にすることの必要性や留学中に注意すべき
点等々について、優しい口調で大変分かりやすい講義
でした。カンボジアでの地雷撤去活動や学校建設、ウ
ガンダ等の諸国における子ども兵社会復帰支援活動な
ど、鬼丸さん自身のNPOにおける国際平和貢献活動の

実体験を交えながらのお話は、生徒の視野を広げ、平和
についてあらためて考えさせるものでした。
　一日目の夜は、生徒同士
の自己紹介のため、歌や踊
り、ピアノ、ギター、けん玉、
マジック、少林寺拳法、書
道などの特技を披露するエ
ンターテインメントショー。
民族衣装やカラオケマイク
を持参した人もおり、節分の
豆まきもして大いに盛り上がりました。その後も菓子
と飲み物で懇談会をして留学生同士仲良く懇親を深め
ていました。
　２日間にわたるオリエンテーションは、国際親善大
使としての使命を担うロータリー交換留学生としての
自覚が、一段と深まったのではないかと思います。
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　2018-2019年度国際ロータリー第2710地区グループ
６・７合同インターシティミーティング2019年２月２
日（土）にリーガロイヤルホテル広島で開催されまし
た。大会テーマは ｢ロータリーに活力を｣ です。これ
は、本年度国際ロータリー　バリー・ラシン会長の｢BE 

THE INSPIRATION｣、本年度ガバナー信条｢輝こうロー
タリーふたたび｣、基本目的 ｢仲間を増やそうすべては
そこから始まる｣に沿った内容です。グループ６・７の
14ロータリークラブから多くの皆様にご参加いただき、
盛況のうちにすべてのプログラムを滞りなく終えるこ
とができました。厚く御礼申し上げます。ご来賓として、
RI第2710地区吉原久司ガバナー、諏訪昭登パストガバ
ナー、田原榮一パストガバナー、安保雅文地区代表幹事、
松尾仁次年度グループ６ガバナー補佐、大藤良治次年
度グループ７ガバナー補佐にご臨席いただきました。
　ローターアクトクラブの活動報告では広島ローター
アクトクラブと広島中央ローターアクトクラブより次
世代を担う活発な活動が報告されました。パネルディ
スカッションでは、グループ６松井敏ガバナー補佐の
コーディネートにより、｢仲間を増やそう、すべてはそ
こから始まる｣というテーマで４名のパネリスト、広島
ロータリークラブの石田優子様、広島東南ロータリー
クラブの蔦尾健太郎様、広島北ロータリークラブの山
坂哲郎様、広島西南ロータリークラブの折本緑様から
各クラブを代表し、積極的な取り組みの様子や示唆に

富んだご発言がありました。まさに活力を得た内容で
した。

　そして、特別講演では、門田
隆将様より ｢日本人の生きざ
ま｣と題して、真のリーダーに
ついて心に滲みるお話を伺い、
改めて ｢リーダー｣のあるべき
姿について向き合うことがで
きました。その後各クラブ訪
問で、門田様の熱い語り口と
感動的な内容はすべての聴衆

を感動の渦に飲み込み、目頭が熱くなったという感想
を非常に多くの方からいただきました。心に残る講演
でした。
　また、次年度グループ６ガバナー補佐の松尾様と次
年度グルー７ガバナー補佐の大藤様の紹介もあり、次
年度にバトンタッチする準備も整いました。
　インターシティミーティング開催にあたり、グルー
プ６松井ガバナー補佐、廣谷広島ロータリークラブ会
長、阿部IM実行委員長をはじめ、ホストクラブである
広島ロータリークラブの皆様には、多大なるご尽力を
いただき、きめ細やかで温かいプログラムの進行でし
た。まさに ｢活力｣ を得たIMでした。すべての皆様に
心よりお礼を申し上げ、IMのご報告とさせていただき
ます。

2018-19年度 国際ロータリー第2710地区 G6ガバナー補佐　松井　 敏
2018-19年度 国際ロータリー第2710地区 G7ガバナー補佐　松田 文雄

G6-7 合同IM報告
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2018-19年度 国際ロータリー第2710地区 G8ガバナー補佐　神垣 和典

G8 IM報告

　2018-19年度は、７月スタート第一週７月６日思いも
しない豪雨災害に見舞われました。地区内でも特にこの
G８呉～東広島地区が、一番被害が大きいものでした。
被害に遭われた会社や会員宅も多く、改めてお見舞いの
あいさつでスタートいたしました。
　くしくも今年は
平成最後のIM開催
となりました。振り
返ってみますと、平
成はインターネッ
トの普及で情報を
常にオンタイムで
手にすることにな
りました。車よりも彼女よりも財布よりもスマホが第
一の時代です。若者だけでなく実は私らもそうなって
しまいました。では次なる新元号の30年は何が世の中
を変えていくのでしょうか？それは人工知能（AI）では
ないか、ということで第一部の記念講演は東京大学医科
学研究所付属病院病院長　東條有伸様に ｢未来医療に
おける人工知能のインパクト｣と題して講演いただきま
した。医療分野で起きているAIが画像判断や投薬の指
示から、次なる治療法や代替薬の指南まで施している具
体例を挙げていただきました。いまや毎日AIという言
葉を聞かない日は無いくらいですが、通説となりつつあ
る2045年AIが人間の頭脳を超える状況＝シンギュラリ

ティについて詳しく説明いただきました。ポイントはAI

の基本設計が｢鉄腕アトムやドラえもんのような人間寄
り｣ですよ、ということでした。
　また第二部では、なかなか応募、活用が進まないロー
タリー財団補助金事業の中から、新たな試みとして西
条ロータリークラブの事例発表です。タイ北部の貧し
い山岳民族の子どもたちに、何とかたんぱく源を与え
たいとの願いから｢ナマズ養殖池づくり｣を実施されて
います。数年にわたる物品による支援活動から、何故
ナマズ養殖池なのか？ということを報告いただきまし
た。福沢諭吉が好んで引用した｢心訓｣という７つの言
葉の中に【世の中で一番尊いことは、人のために奉仕し
決して恩にきせないことです。】という一文があります。
まさにロータリーが掲げる錦の御旗の奉仕が、もっと
も｢尊いもの｣とされています。本当にこの事業は他ク
ラブの今後の国際奉仕事業の参考にしていただけるも
のでした。
　第三部の懇親会は、海軍ビールで乾杯の後、海軍工廠
が発祥の細うどんや海軍カレーの屋台と呉バーガーな
ど【呉】を満喫していただきました。午前10時からの開
催にもかかわらず、来賓の吉原ガバナー、晝田エレクト
はじめ、参加の皆さんご協力ありがとうございました。
まだ外が明るい14時15分にはお開き、解散とさせてい
ただきました。
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2018-19年度 国際ロータリー第2710地区 G2ガバナー補佐　田中 剛男

G2 IM報告

　グループ２のIMは、２月10日（日）山口県山陽小野
田市のセントラルホテルにて、吉原久司ガバナーご臨
席のもと、グループ内７クラブより120名の出席で開催
された。今回のIMは開会行事等に続き本来の姿といわ
れる｢公開討論会｣形式で行い、講師による卓話、パネ
ルディスカッションは実施せず。

・ 会員増強－次世代にロータリーをどのように引き継ぐ
か－魅力あるロータリーとは－クラブの活性化
・地域社会奉仕にどのように取り組むか
・地区補助金の使い方
・国際ロータリーとの関係性
　等の論点について、吉原ガバナーにも加わって頂き、
70分間という短い時間ではあったが熱心にご討議頂い
た。以下、論点に対する出席者の発言も引用させて頂き、
討論会の状況の報告とさせて頂きます。

論点1.関連－若い人の入会－
○ ｢入会歴の浅いメンバーの勉強会もよく開催し、若い
入会候補者リストを作成。その候補者との懇親の場
を積極的に持つことで、会員が増加しつつある。｣－
当日は入会歴６ヶ月34歳の方もご出席。

○ ｢異業種交流等が仕事に生かせている。｣とロータリー
ライフに好印象。

○ ｢若いメンバー中心の活動がクラブの活性化に繋が
る、次年度幹事は33歳、高校卒業生との触れ合い等
で若い人にも地域を考えてもらう－地域の活性化－
地域のニーズに応えるのがロータリーの使命。｣

○｢高齢化の進展に苦慮している－努力あるのみ。｣
○ 吉原G ｢広島と山口の会員数は倍、半分。今年度上半
期の新会員は広島山口同数です。｣

論点2.関連
○ ｢中高生も積極的にボランティア活動を行って、地域
を守ろうと努力している。ロータリーにも縁の下の
力持ち的な存在として目立たなくてもよいが着実に
常に高い意識で社会奉仕に取り組むべき。｣

○ ｢地域社会を活性化させるためには、自分のクラブが
メンバーにとっていかに居心地の良いクラブである

かがとても大切だ。補助金の活用も大切。｣
○ ｢ロータリーが出来ることは奉仕、街の活性化のため
社会的課題に積極的に取り組む、ロータリーを仕事
としてとらえて、活動している。｣

論点3.関連
○ ｢地区補助金は使いにくい。ハードルを下げるよう
にお願いしてきたが…なかなか。活用に子ども食堂
が考えられる。依然問題点があるが。｣
○ 吉原G ｢2710地区は一番お金を残している。審査上
の問題はほとんど無いので使ってほしい。｣

論点4.関連
○ ｢RIは最近、アフリカ・ヨーロッパの意見が強く、日
本の意見は通り難いようだ。主張すべきは主張しな
いといけない。｣
○ ｢日本からも積極的に海洋汚染対策とかRIに提案し
てはどうか。｣

　最後に吉原Gより下記の点につき、お話があった。1.今
後の人頭金　2.RIのレベル　3.ポストポリオ　4.AIの
時代とロータリー（職業奉仕－職業分類40年後は？）
　続いて行われた懇親会は立食スタイルで実施。各ク
ラブより名産品、特産品を持ち寄って頂き、場が大変盛
り上がった。驚いたことに出席人数を上回る料理を用
意したにも拘わらず、又、加えて各クラブからのご提供
（ゴボウの唐揚げ等）も有ったのに全く何も残らない超
完食。仰天！！
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　いよいよ平成最後の月。このコラムが読まれる頃には新
しい年号が発表されていることと思います。年号が変わる
のは三種の神器、天皇の印、国の印が第126代天皇陛下へ
とご承継されるということ。承継と言えば、民間企業の事
業承継も新時代にはより大きな課題となりそうです。
　ロータリーでも奉仕の精神が脈々と承継されており、RI
のバリー・ラシン会長は1910-1911年度のポール・ハリス初
代会長から数えて第110代目。初代ごろの１カ国、16クラ
ブ、1,085会員から近年は200以上の国・地域、３万５千以
上のクラブ、約120万会員のネットワークに発展しロータ
リー精神が承継されています。
　第2710地区も近年は会員拡大という難題が付きまとい
ながらも奉仕の精神が承継され続け、吉原久司ガバナー
年度の2018-2019年度は2018年12月末で73クラブ、3,338
会員の規模となっています。
　ところで、尾道には個人の家系が脈々と続く家がいくつ
かあります。その一つが吉原家です。大学の先生も家系
図を研究資料にするほどしっかりと系譜が残され、承継さ
れています。公家の藤原家が吉原姓に改め、落ち延びた家
系とのこと。尾道水道を挟んだ向島で荘園を経営、江戸時

代に建てた住宅は平成３年に
国の重要文化財｢吉原家住宅｣
として指定を受け、国、県、所
有者らが５億円ほどをかけて
改修、母屋は14年春から16年
秋にかけて柱を残すだけまで
解体して復元する大がかりな改修工事を行いました。
　この吉原家住宅は1635（寛永12）年に再建（前年に火災
焼失）される形で建築されており、建築年代が判明してい
る民家としては国内３番目、農家としては国内最古の住宅
です。
　敷地は約1,880㎡で平屋の母屋は桁行約20m。敷地内に
は納屋、鎮守社、表長屋門などがあり、江戸時代の日本の生
活様式を具体的に目に見える形でいまに伝えています。
　吉原家第39代当主で医師。お父上はゴム製品を扱う商
人。ご祖父はアメリカでブドウ畑を経営。時代変化に応じ
た生業で家督を承継してこられています。
　ロータリーも毎年RI会長が変わり、事業方針が時代に応
じて変わっているからこそ、核となっているロータリー精
神がいまも国際社会から信任を得ているように思います。

ロータリーと事業承継
ガバナー月信　編集員（尾道ロータリークラブ） 二宮 仁

特別コラム

国際ロータリー第2710地区　2018-19年度会員増減・出席率（2019年２月度）
グ
ル
ー
プ

クラブ名
平均

出席率

会員数 グ
ル
ー
プ

クラブ名
平均

出席率

会員数 グ
ル
ー
プ

クラブ名
平均

出席率

会員数

年度初
7/1

当月 本年度 年度初
7/1

当月 本年度 年度初
7/1

当月 本年度

末日 内女性 入会 退会 末日 内女性 入会 退会 末日 内女性 入会 退会

1

長門 93.20 22 25 4 3 0

5

岩国 82.99 61 63 0 5 3

9

広島空港 79.89 27 29 3 2 0
下関 71.44 44 46 1 4 2 岩国中央 86.26 40 38 3 2 4 因島 94.32 20 20 0 0 0

下関中央 73.82 34 34 6 0 0 岩国西 83.10 61 61 4 1 1 三原 88.49 58 60 0 2 0
下関東 76.80 56 60 3 5 1 柳井 100.00 28 31 3 3 0 尾道 83.24 82 82 2 3 3
下関北 87.08 43 42 0 0 1 柳井西 97.32 25 28 3 5 2 尾道東 87.95 52 58 7 6 0
下関西 80.29 33 36 1 5 2 計 89.93 215 221 13 16 10 瀬戸田 68.75 5 5 1 0 0
計 80.44 232 243 15 17 6

6

広島 99.56 117 125 1 10 2 竹原 83.53 32 30 4 2 4

2

萩 95.81 54 52 0 1 3 広島安芸 96.36 41 43 3 2 0 計 83.74 276 284 17 15 7
萩東 100.00 24 25 1 1 0 広島安佐 91.08 21 23 2 3 1

10

府中 100.00 26 29 2 3 0
美祢 80.74 22 24 1 3 1 広島東 99.74 110 113 8 6 3 福山 97.65 81 81 0 6 6

小野田 84.54 35 39 3 4 0 広島北 100.00 96 99 0 4 1 福山東 87.05 48 48 2 2 2
宇部 89.55 46 47 3 1 0 広島陵北 98.36 52 53 2 1 0 福山丸之内 98.28 30 29 1 1 2

宇部東 67.84 13 13 2 1 1 大竹 85.69 32 32 0 1 1 鞆の浦 86.10 24 24 0 0 0
宇部西 89.34 51 52 3 1 0 計 95.83 469 488 16 27 8 福山REC2710※ 100.00 19 19 3 0 0
計 86.83 245 252 13 12 5

7

広島中央 99.87 77 76 6 1 2 計 94.85 228 230 8 12 10

3

防府 91.91 59 65 2 6 0 広島廿日市 92.98 35 36 3 1 0

11

福山赤坂 78.60 52 55 6 4 1
防府北 88.09 19 22 1 4 1 広島城南 98.79 45 46 3 3 2 福山北 95.48 38 40 0 3 1
防府南 88.51 34 38 6 4 0 広島南 100.00 83 87 0 7 3 福山南 82.77 57 54 1 1 4
山口 87.97 46 50 4 5 1 広島東南 100.00 99 99 13 6 6 福山西 97.77 41 40 3 0 1

山口県央 90.48 29 31 1 3 1 広島西南 99.79 66 67 4 3 2 松永 90.26 53 53 2 2 2
山口南 90.96 41 44 5 4 1 広島西 100.00 83 86 3 4 1 計 88.98 241 242 12 10 9
計 89.65 228 250 19 26 4 計 98.78 488 497 32 25 16

12

吉舎 93.75 15 15 0 0 0

4

光 91.55 53 52 0 1 2

8

江田島 90.86 18 18 0 0 0 三次 81.01 41 37 0 1 5
周南西 90.00 54 54 5 1 1 東広島 94.67 33 31 2 0 2 三次中央 96.44 41 41 5 0 0
徳山 95.79 44 48 1 5 1 東広島 21 77.89 16 17 4 1 0 庄原 87.43 33 33 4 0 0

徳山セントラル 95.67 24 25 1 2 1 呉 93.29 67 68 1 4 3 東城 91.56 17 18 1 1 0
徳山東 93.69 50 50 0 4 4 呉東 89.74 36 37 1 2 1 計 90.04 147 144 10 2 5
計 93.34 225 229 7 13 9 呉南 90.70 61 61 3 0 0 第2710地区計 89.96 3262 3347 175 184 99

西条 99.77 37 35 2 2 4  ※正式名称 「福山ロータリー E クラブ 2710」
計 90.99 268 267 13 9 10
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国際ロータリー
第 2710地区 事務局

〒732-0822　広島市南区松原町 1-5 ホテルグランヴィア広島 6F
TEL：082-506-0055　FAX：082-263-2323　E-mail：info@ri2710.com　URL：http://ri2710.com/

■シェルドン特集より

ロータリー文庫
〒105-0011　東京都港区芝公園2-6-15 黒龍芝公園ビル3階
TEL：（03）3433-6456　FAX：（03）3459-7506　http://www.rotary-bunko.gr.jp
開館：午前10時～午後5時　休館：土・日・祝祭日

ロータリー精神の中核である「奉仕の理念」（The ideal of service）は時代と共に深化してきました。アーサー F.シェ
ルドンが提唱した「He profits most who serves best」は、初期のロータリーの奉仕理念の原点であり、ロータリーの
一つのモットーとして今も受け継がれています。この標語の意味について、シェルドン自らが書いた「The meaning of 
the motto」という著作を、田中毅 PDG が先ごろシェルドン監修の月刊誌「Business Philosopher」から発見しました。

「The Gate」と共に紹介し、併せてこの著作の田中毅 PDG の翻訳と、シェルドンに関する多くの著作の中から最近の
２編をご紹介いたします。

文 庫
通 信
375号

http://www.rotary-bunko.gr.jp ロータリー文庫 検索

The meaning of the motto
（The Business Philosopher 1920年12月号）

Arthur Frederick Sheldon
シェルドン出版社 1920 8P ※

モットー
「He profits most who Serves best」の真意

アーサー F.シェルドン 著
田中毅訳 2019 6P ※

The Gate（The Business Philosopher 1922年11月号） Arthur Frederick Sheldon
シェルドン出版社 1922 2P ※

The Gate　入口 アーサー F.シェルドン 著
田中毅訳 2019 3P ※

シェルドンの森を巡る旅　経営学に基づく奉仕理念 田中毅  源流の会 2017 136P ※

シェルドンのすべて 田中毅 2019 12P ※

和田 邦裕
下関RC

2019年1月28日
生命保険

・上記※はデジタル化されている資料です。

吉田 拓也
広島北RC
2019年2月14日
仏壇販売

久保 泰彦
福山RC

2019年2月4日
民間放送

西田 祐一
宇部RC

2019年2月7日
信用金庫

田中 真樹
山口RC

2019年2月6日
和菓子製造

高橋 克行
山口南RC
2019年2月1日
税理士

橋沢 宏弥
広島城南RC
2019年2月1日
不動産

コンサルティング

三藤 寛史
尾道東RC
2019年1月8日
医療器配布

石井 伸司
福山RC

2019年2月25日
新聞発行

松本 暢彦
福山丸之内RC
2019年2月1日
証券業

小川 美穂
尾道東RC
2019年1月8日
花卉配布

佐藤 友則
東城RC

2019年1月9日
書籍販売

石丸 愛子
周南西RC
2019年1月29日
薬局

土井 啓嗣
広島安芸RC
2019年1月8日
不動産業

湯本 隼士
広島安佐RC
2019年2月7日
機械製造

■ロータリー歴

　1993－94年度　第30代会長
　2016－17年度　第53代会長 
　 100％出席　連続47年  
ポール・ハリス・フェロー  
 

■職業分類

　仏教

2019年3月13日 ご逝去
（享年74歳）

謹んで追悼の意を表します

竹原RC
故 菅 義尚 殿


